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水産大学校においては、施設管理・運営業務のうち、清掃業務は常勤職員及び非常勤職員が担ってきたが、正職員の退
職、契約職員の見直しによる人員削減により業務量を削減したため、従来に比べて十分な対応ができない状況であった。
また、警備保安業務及び施設管理業務は、別の業者による業務委託を行っていたため、本来連携して施設の管理・運営を
行わなければならないのに、それができない状況にあった。

〇施設の管理・運営（警備保安業務、清掃業務、施設管理業務）に要する労力
清掃業務を実施するためには、次のような労力を要していた。
　　・平成２０年度　常勤職員１名　非常勤職員８名
　　　講義棟　　　　　　非常勤１名　1日当たり約５時間勤務　（０.６３人／日）
　　　学生寮　　　　　　非常勤３名　1日当たり約３.７時間勤務　（1.３９人／日）
　　　その他・学内全体　常勤１名　　1日当たり約８時間勤務　（1.００人／日）
　　　　　　　　　　　　非常勤４名　1日当たり約３.７時間勤務　（1.８５人／日）
　　・平成２１年度　常勤職員１名　非常勤職員８名
　　　講義棟　　　　　　非常勤１名　1日当たり約５時間勤務　（０.６３人／日）
　　　学生寮　　　　　　非常勤３名　1日当たり約３.７時間勤務　（1.３９人／日）
　　　その他・学内全体　常勤１名　　1日当たり約７時間４５分勤務　（０.９７人／日）
　　　　　　　　　　　　非常勤４名　1日当たり約３.９時間勤務　（1.９５人／日）
　　・平成２２年度　常勤職員０名　非常勤職員９名
　　　講義棟　　　　　　非常勤１名　1日当たり約５時間勤務　（０.６３人／日）
　　　学生寮　　　　　　非常勤３名　1日当たり約３.７時間勤務　（1.３９人／日）
　　　その他・学内全体　非常勤５名　1日当たり約４.７時間勤務　（２.９４人／日）

　　・平成２３年度　常勤職員０名　非常勤職員７名
　　　講義棟　　　　　　非常勤１名　1日当たり約５時間勤務　（０.６３人／日）
　　　学生寮　　　　　　非常勤３名　1日当たり約３.７時間勤務　（1.３９人／日）
　　　その他・学内全体　非常勤３名　1日当たり約４.７時間勤務　（１.６１人／日）

また、警備保安業務及び施設管理業務を実施するためには、次のような委託費を要していた。
　　・構内警備業務　２０～２２年度：９,７０２千円　２３年度：９,３２４千円
　　・施設管理業務　２０～２２年度：５,１０３千円　２３年度：４,９７７千円

水産大学校の警備保安業務・施設管理業務はそれまで個別に単年度契約としていたが、この２つの業務と従来職員が担っ
ていた清掃業務とこれらの業務の総括責任者業務とを包括契約化し、かつ複数年契約とすることにより、サービスの質の
維持向上とコストの低減を図ることにした。

一般競争契約を実施した結果、それまでのコストに対し、約８.５％の削減となった。

実施経費の状況及び評価
　１．公共サービスの実施に要した経費
　　　　水産大学校施設の管理・運営業務（平成２４～２６年度）
　　　　・実施経費　　　　　６３，６００，０００円（税抜）
　　　　　１年当たり平均　　２１，２００，０００円（税抜）
 
　２．平成２２年度実施経費（民間競争入札導入前）との比較
　（１）平成２２年度実施経費
          ・実施経費　　　　　２３，１７４，０００円（税抜）

　（２）平成２２年度と平成２４～２６年度１年当たり平均額との比較
         ２３，１７４，０００円ー２１，２００，０００円＝１，９７４，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（△８．５％）

また、公共サービスの質の低下とならないよう、品質の維持や安全性の確保と利用者に対するアンケート調査を実施し、
平成２４～２６年度いずれも８０％を越える満足度であり、利用者からの評価を得られた。
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